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代表取締役社長岡高広の自己紹介

1963年4月14日 東京都出身（63歳）

1987年 グンゼ株式会社入社

2017年 執行役員 プラスチックカンパニー長

2022年 常務執行役員 経営戦略部長

2024年 取締役常務執行役員 経営戦略部長

2025年 取締役専務執行役員 経営戦略部長

2025年 代表取締役専務執行役員 経営戦略部長

2026年代表取締役社長（現任）



3

１．会社概要

２．技術の横断力 ～グンゼのDNA～

３．事業別戦略

４．資本政策・株主還元

５．株主優待
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会社概要

•暮らしに“ここちよさ”をお届けし、130年。

大阪本社
（ハービスOSAKA22階）

グンゼ綾部本店
（1933年（昭和8年））

証券コード 3002（東証プライム）

設立 1896年（創業の地：京都府綾部市）

資本金 261億円

売上高 1,309億円（2025年度）

従業員数 04,102名（連結）

研究開発費 025億円（2025年度）

設備投資 125億円（2025年度）
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海外拠点情報

•海外でも事業展開しております。
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『糸』から未来の革新へ ～技術の水平展開(全容)～

１．
究極の「糸」の探求

３．
立体化と高機能化

２．
面への拡張

４．
究極の膜へ

祖業である「糸」の品質を極め、編立・加工技術を応用することで、

「線」を「面」、そして「高機能な膜」へと進化させてきました。
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『糸』から未来の革新へ ～技術の水平展開①～

1896年創業。

すべては「精良優美」な生糸づくりから。

「善い人が良い糸をつくる」

人間尊重の精神をベースに、ミクロン単位の品質を徹底的に追及。

ここから、グンゼのDNAである

「極細の素材を自在に操る技術」が誕生しました。

①究極の「糸」の探求
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『糸』から未来の革新へ ～技術の水平展開②～

・糸を引く・伸ばす技術から、

均一で強靭な「面」を創り出す技術へ

・異種積層・薄膜化のコア技術により、
高機能フィルムを実現

・国内シェア約40％（シュリンクフィルム）

・「サーキュラーファクトリーⓇ」を起点に、
持続可能な資源循環モデルを牽引

②面への拡張：プラスチックフィルム



10

『糸』から未来の革新へ ～技術の水平展開③～

・アパレルで培った「編み上げる」技術を、異なるの産業分野へ応用

・加工が極めて困難な高機能樹脂の極細糸を製織し、極薄の立体メッシュへ

・半導体向けフィルター補強材や、ＯＡ機器向け転写ベルトで

グローバルトップシェアを獲得

③立体化と高機能化：エンプラネット加工



11

『糸』から未来の革新へ ～技術の水平展開④～

・「肌に触れる」アパレル技術から、「生体内で吸収される」生体吸収性高分子技術へ

・糸加工・縫製技術を、体内で分解吸収される医療用ポリマーに応用へ

・組織補強材（国内シェア約90％）や癒着防止材など、患者さまのＱＯＬを

向上させる革新的な「膜」を創出

④究極の膜へ：生体吸収性メディカル材料
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グンゼの強み～技術の横断力を活かした事業展開～

技術の横断力×グローバル展開＝持続的な成長

強 み

□ 「糸加工・編立技術」などを、

メディカル・エンプラなどの
成長分野へ展開

□ 培った技術をさらに磨き、

グローバル市場へ展開

⇒ 技術の横断力が、
グンゼの競争力の源泉

編立技術 × 糸加工技術 × 生体吸収性高分子技術

⇒ 組織補強材など独自製品を展開

アパレル由来技術 × フッ素樹脂加工技術

⇒ 高付加価値製品を創出し、新市場を開拓

成長戦略

メディカル事業

エンプラ事業

技術を磨き、事業へ展開し、世界へ広げる。

具体例
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事業ポートフォリオ

•優良品の提供というDNAでつながる事業

総額は、セグメント利益に含まない全社費用を含む

機能ソリューション

アパレル
メディカル

ライフクリエイト
平板収縮
ﾌｨﾙﾑ

ﾅｲﾛﾝ
ﾌｨﾙﾑ

半導体製
造用ﾌｨﾙﾀｰ
ｻﾎﾟｰﾄ材

OA向け
機能製品

組織
補強材

骨接合材

人工皮膚 癒着防止材

インナー
ウエア

繊維資材

不動産
関連

ｽﾎﾟｰﾂ
ｸﾗﾌﾞ

レッグウエア

2026年3月期
（単位:百万円）

成長事業

成長事業

都市緑
化 営業利益
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機能ソリューション事業

•糸から、高機能・精密な「面」へ

プラスチック

独自の「共押出・異種積層技術」

で、高機能シュリンクフィルム

国内シェアNo.１

エンプラ

極細糸加工×編立技術で

半導体製造を支える。

■売上高／営業利益推移

プラスチックフィルム分野

エンジニアリングプラスチックス分野
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プラスチックフィルム分野の紹介①

成長ストーリー

◆独自の共押出・異種積層技術と資源循環モデルを世界へ展開し、

環境価値と経済価値の両立を強みに成長を加速します。

主な製品

シュリンクフィルム

（平板収縮ﾌｨﾙﾑ）

➢PETとPSの積層構造で

収縮性と美麗性を実現

➢国内シェア約40％

（国内トップ）

◆異種積層・薄膜化をコア技術と
した高機能フィルム開発力

◆独自の再資源化技術

◆日本、米国、中国、ベトナムの生
産拠点を活かしたグローバル展開

強み

PET

接着層
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プラスチックフィルム分野の紹介②

•持続可能な資源循環型プラスチック事業を目指す

<サーキュラーファクトリーⓇ>

従来は廃棄していた製品ロスを

新たな資源として再利用

太陽光・豊富な水資源をエネルギー

として活用

グローバルに展開し

「サーキュラーメーカー」を目指す

■グンゼは2019年に「プラスチック資源循環方針」を策定して、

プラスチックの廃棄量削減や資源循環社会へ貢献することを宣言しています。

１

２

３
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エンジニアリングプラスチックス分野の紹介①

主な製品

◆加工の難しい高機能エンプラ素材
を用い、顧客の要求性能に応え
るカスタマイズ対応力

➡機械強度、耐摩耗性、耐薬品性、
寸法安定性に優れる高機能製品
を提供

成長ストーリー

◆半導体分野向けなど成長カテゴリー拡大により、事業ポートフォリオが進化

◆先端技術に対応する江南工場（愛知県）拡張により、生産・収益基盤を強化

強み

＜半導体分野向け製品＞

フィルターサポート材

➢高機能樹脂を原料とした極細

糸を製織し、薄い立体構造の

メッシュに加工

➢高機能フィルター補強材の

シェアはグローバルトップ
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エンジニアリングプラスチックス分野の紹介②

•先端技術の需要増を確実に捉え、
成長カテゴリー拡大によるポートフォリオを進化させる。

半導体・医療分野の需要増を
見込み江南工場を拡張
（2025年4月竣工）
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メディカル事業

•糸から、医療現場を支える「生体吸収性製品」へ

■売上高／営業利益推移

(2020-2024)

CAGR 11.8%

売上高
①糸加工・編立技術を応用した

生体吸収性高分子技術

②組織補強材・骨接合材・癒着

防止材など豊富なラインナップ

③低侵襲手術※に貢献し、QOL向上

※低侵襲手術：

体への負担をできるだけ少なくした優しい手術
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メディカル事業の紹介①

主な製品

◆生体吸収性高分子の機能を
活かした医療機器の製造・販売

➡組織補強材、骨接合材、
癒着防止材、人工皮膚等、
豊富なラインナップ

組織補強材

➢縫合部補強や空気漏れ防止に適応

➢国内ｼｪｱ約90％（吸収性組織補強材）

成長ストーリー

◆40年以上培った生体吸収性高分子技術を強みに、
低侵襲医療に貢献する自社開発製品を国内外へ展開

強み
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アパレル事業

•糸から、極上の「ここちよさ」へ

■売上高／営業利益推移

差異化技術（接着縫製、ｶｯﾄｵﾌ等）

を活かした商品開発を行い、

ＥＣや直販ルートでの拡販を強化

持続的に利益を創出する事業へ

再生するため、2025年から2年間、

事業構造改革を実施中

※当社では「差別」という言葉は使用せず、
「差異」という言葉を用いて、特徴ある製品を
表現しています。
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アパレル事業の紹介①

◆着ごこち・肌への優しさを軸に、時代対応の機能性を融合した商品開発力

重点ブランド「アセドロン」は、顧客のアセの悩みに、当社独自の技術で対策。

構造改革ストーリー

◆収益性を改善し、持続的創益事業へ再生

◆ECチャネル販売強化など、DtoCシフトを加速

強み
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・メンズ、レディス重点ブランド

アパレル事業の紹介②

メンズ ボクサーパンツ レディス ストッキング

BODYWILD(ボディワイルド) SABRINA(サブリナ)

In.T(インティー) KIREILABO(キレイラボ)

メンズ インナー レディス インナー
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ライフクリエイト事業

•糸づくりで培った資産を、地域に根ざした事業へ展開

■売上高／営業利益推移
不動産関連分野：

保有資産を活用したｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｾﾝﾀｰ･不動産事業

環境緑化分野：

緑化事業で快適な環境づくりに貢献

スポーツクラブ分野：

関西圏を中心に14店舗展開

■グンゼタウンセンターつかしん（尼崎市）
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株主の皆さまへの取り組み（資本政策）

•最適資本まで株主還元を実施し、資本収益性最大化を図ります。

借入/資産売却
約 100 億円～

営業CF
約 460 億円

成長投資等
約 280 億円～

株主還元
(配当/自己株式取得)

約 280 億円

キャッシュイン キャッシュアウト

VISION 2030 stage2 (3ヵ年)
キャッシュアロケーション

利益伸長

資本圧縮
自己資本1,000億円以上

自己資本比率60％程度維持

ROE8.0%以上
ROIC6.6％以上
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株主還元（１株あたり配当金）

• DOE4.0％以上の安定配当と資本政策を踏まえた特別配当を実施

37.5 45.0 55.0 57.5 57.5 70.0 73.5 76.5 

144.5 147.0 147.0 

50.5 
69.0 69.0 

0.0

50.0

100.0

150.0

200.0

250.0

2017/3 2018/3 2019/3 2020/3 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3 2025/3 2026/3 2027/3

１株配当金と配当性向の推移

普通配当 特別配当

（円）

45.2％

102.8％

50.8％56.2％82.9％
95.1％46.9％48.8％

47.5％

1364.5％ 130.2％

配当性向

予想

＜配当方針（2026.5.14発表）＞

□DOE（株主資本配当率）4.0％以上

□加えて、還元性向100％超となる株主還元
（特別配当/自己株式取得）を機動的に実施
※連結ROEが8％以上となるまで

DOE水準を2.2％から
4.0％へ引き上げ

2027/3期配当予想

216.0円
※予想配当利回り約

5.5％
（27/3期配当予想÷26年6月30日株価）

※2025年4月1日付で普通株式１株につき２株の割合で株式分割を実施
過年度分も当該株式分割後ベースで記載
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グンゼの株主優待

•株主の皆さまへ“ここちよさ”をお届けします。

日頃のご支援への感謝を込めて、
当社アパレル商品を活用した株主優待をご用意しています。

優待内容

□毎年9月末時点の対象株主さまへ優待額を進呈

□保有株数・保有年数に応じて優待額がアップ

□グンゼストアのクーポンや優待品と交換可能

次頁で補足します
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株主優待額テーブル

•所有株式数・保有年数による優待額を進呈

□所有株式数が多くなる、あるいは株式所有年数が長くなることで
手厚くなる形となっています。

3年未満 3年以上5年未満 5年以上

100～199株 1,000円相当 2,000円相当 3,000円相当

200～599株 2,500円相当 4,000円相当 5,000円相当

600株以上 5,000円相当 8,000円相当 10,000円相当

※2026年8月29日現在のテーブル表です。（優待額は税込み相当です）

保有株数
株式保有年数
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ステークホルダーへのメッセージ

創業の精神

を礎に、新たな成長への挑戦を続ける

社長としての使命

・挑戦できる企業文化の醸成

・持続的な利益を生み出せる企業への変革による企業価値の向上

人間尊重 優良品の生産 共存共栄




